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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間（平成 25 年４月１日～平成 25 年９月 30 日）におけるわが国経済は、政府の

経済政策や日本銀行の金融政策を背景とした円安・株高傾向を受け、景況感には改善の動きが見られました

が、実体経済の回復までには至っておらず、依然として先行き不透明な状況が続いております。 

砂糖業界におきましては、消費者の低甘味嗜好を背景に、安価な輸入加糖調製品や高甘味度人工甘味料

の増加などから砂糖消費量は減少傾向にあり、厳しい状況が依然として続いております。 

このような状況のもと、当第２四半期連結累計期間の売上高は前年同期比 0.7％減の 27,434 百万円とな

り、経常利益は前年同期比 36.7％減の 589 百万円、四半期純利益は前年同期比 21.3％減の 346 百万円とな

りました。 

 

セグメント別の概況は、次のとおりであります。 

＜砂糖事業＞ 

海外砂糖相場は、期初 17.69 セント（ニューヨーク粗糖先物相場（期近）、ポンド当たり）で始まり、世

界最大の砂糖生産・輸出国ブラジルの天候不順による製糖作業の遅れから短期的な供給逼迫が懸念され、４

月には一時的に18.03セントまで上昇しましたが、同国の天候回復と記録的な豊作見通し、主要生産国のタ

イ、インドの予想を上回る生産見通しなど世界的な供給過剰観測が強まり、また、ブラジル通貨のレアル安

が進行したこともあり、７月には16.00セントまで下落しました。その後、ブラジルの砂糖生産量が市場予

想を下回ったことやレアルの上昇などから、相場は上昇し17.48セントで当第２四半期連結累計期間を終え

ました。 

一方、国内砂糖市況は、期初 182～183 円（東京精糖上白現物相場、キログラム当たり）で始まり、その

まま当第２四半期連結累計期間を終えました。 

 ビート糖は、販売量はほぼ前年同期並となりましたが、前年同期に比べ販売価格が下落したことにより、

売上高は前年同期を下回りました。 

 精糖は、家庭用小袋の荷動きが低調だったことに加え、前年同期に比べ販売価格が下落したこともあり、

販売量、売上高とも前年同期を下回りました。 

砂糖セグメントの売上高は前年同期比 2.2％減の 19,565 百万円となり、平成 24 年産ビート糖の製造コス

ト上昇を受け、セグメント利益は前年同期比54.5％減の176百万円となりました。 

＜食品事業＞ 

イーストは、販売量、売上高ともほぼ前年同期並となりました。 

オリゴ糖等機能性食品は、ベタイン、スイートオリゴ等の販売増加により、売上高は前年同期を上回り

ました。 

食品セグメントの売上高はほぼ前年同期並の 1,170 百万円となり、27 百万円のセグメント損失（前年同

期は65百万円のセグメント損失）となりました。 

＜飼料事業＞ 

配合飼料は、販売量の増加および販売価格の上昇により、売上高は前年同期を上回りました。 

ビートパルプは繰越在庫がなく、当第２四半期連結累計期間における販売はありませんでした。 

飼料セグメントの売上高は前年同期比 9.7％増の 3,662 百万円となりましたが、配合飼料の原材料価格上

昇もあり、159百万円のセグメント損失（前年同期は46百万円のセグメント損失）となりました。 

＜農業資材事業＞ 

紙筒（移植栽培用育苗鉢）は、ビート用の販売量が減少し、売上高は前年同期を下回りました。 

農業機材は、移植機の販売が減少したことにより、売上高は前年同期を下回りました。 

農業資材セグメントの売上高は前年同期比 4.3％減の 1,628 百万円となり、セグメント利益は前年同期比

25.8％減の139百万円となりました。 

 

日本甜菜製糖㈱（2108）平成26年3月期 第2四半期決算短信

- 2 -



 

 

＜不動産事業＞ 

不動産セグメントはほぼ前年同期並となり、売上高は 639 百万円、セグメント利益は 408 百万円となり

ました。 

＜その他＞ 

その他のセグメントの売上高はほぼ前年同期並の 767 百万円となり、119 百万円のセグメント損失（前年

同期は89百万円のセグメント損失）となりました。 

 

（注）セグメント利益または損失は、営業利益または損失であります。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 ①資産、負債および純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比 1,690 百万円減の 76,756 百万円で、この

うち流動資産は、主にたな卸資産の減少により前連結会計年度末比 4,292 百万円減の 39,203 百万円となり、

固定資産は、主に投資有価証券の時価の上昇により前連結会計年度末比 2,602 百万円増の 37,553 百万円と

なりました。 

一方、負債の合計は、前連結会計年度末比 2,491 百万円減の 19,987 百万円で、このうち流動負債は、主

に短期借入金の減少により前連結会計年度末比 3,233 百万円減の 10,846 百万円となり、固定負債は、主に

繰延税金負債の増加により前連結会計年度末比742百万円増の9,141百万円となりました。 

純資産は、主にその他有価証券評価差額金の増加により前連結会計年度末比 801 百万円増の 56,769 百万

円となりました。 

 

 ②キャッシュ・フローの状況 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、11,236 百万円の収入となり、

前年同四半期に比べ、1,440百万円の資金の増加となりました。 

  これは、主にその他の流動負債の増減額の減少により298百万円、税金等調整前四半期純利益の減少によ

り 161 百万円の資金の減少となりましたが、仕入債務の増加により 704 百万円、売上債権の減少により 699

百万円、法人税等の支払額の減少により554百万円の資金の増加となったことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

  当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、2,167 百万円の支出となり、

前年同四半期に比べ、507百万円の資金の増加となりました。 

  これは、主に定期預金の収支差により700百万円、有形固定資産の取得による支出の増加により145百万

円の資金の減少となりましたが、有価証券の収支差により1,500百万円の資金の増加となったことによるも

のであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

  当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、6,432 百万円の支出となり、

前年同四半期に比べ、129百万円の資金の増加となりました。 

  これは、主に長期借入金の収支差により 78 百万円の資金の減少となりましたが、短期借入金の収支差に

より200百万円の資金の増加となったことによるものであります。 

 

  以上の結果、当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前年同四半期連結累計

期間末に比べ1,122百万円増加し、8,918百万円となりました。 
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

最近の業績動向を踏まえ、平成 25 年５月 14 日に公表いたしました平成 26 年３月期の連結・個別業績予

想につきまして、次のとおり修正いたします。 

 

平成26年３月期 通期連結業績予想（平成25年4月1日～平成26年3月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
四半期 

純利益 

１ 株当たり

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 58,500 1,640 1,700 1,000 7.02

今回修正予想（Ｂ） 57,500 1,660 1,700 940 6.60

増減額（Ｂ－Ａ） △1,000 20 － △60 －

増減率 （ ％ ） △1.7 1.2 － △6.0 －

（ご参考）前期実績 

（平成25年３月期） 
58,189 1,387 1,501 841 5.87

 

＜参 考＞ 

平成26年３月期 通期個別業績予想（平成25年4月1日～平成26年3月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
四半期 

純利益 

１ 株当たり

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 55,600 1,360 1,400 800 5.62

今回修正予想（Ｂ） 55,200 1,380 1,400 770 5.41

増減額（Ｂ－Ａ） △400 20 － △30 －

増減率 （ ％ ） △0.7 1.5 － △3.8 －

（ご参考）前期実績 

（平成25年３月期） 
55,539 1,079 1,138 620 4.32

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 ①原価差異の繰延処理 

操業度等の季節的な変動に起因して発生した原価差異につきましては、原価計算期間末までにほぼ解消

が見込まれるため、当該原価差異を流動資産（その他）及び流動負債（その他）として繰延べております。 

②税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四

半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  該当事項はありません。 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 
その他 

（注） 
合計 

 砂糖 食品 飼料 農業資材 不動産 計 

売上高 

外部顧客への売上高 20,007 1,173 3,337 1,702 637 26,859 761 27,620

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
0 14 ― 1 42 59 1,356 1,415

計 20,008 1,188 3,337 1,704 679 26,918 2,117 29,036

セグメント利益 

又は損失（△） 
389 △65 △46 188 409 875 △89 785

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、貨物輸送、石油類の販売及びスポーツ施
設・書店の営業等を含んでおります。 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：百万円） 

利益 金額 

報告セグメント計 875 

「その他」の区分の損失（△） △89 

セグメント間取引消去 56 

その他の調整額 0 

四半期連結損益計算書の営業利益 843 
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 
その他 

（注） 
合計 

 砂糖 食品 飼料 農業資材 不動産 計 

売上高 

外部顧客への売上高 19,565 1,170 3,662 1,628 639 26,667 767 27,434

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
86 14 7 27 44 180 1,244 1,424

計 19,652 1,184 3,669 1,655 684 26,847 2,011 28,859

セグメント利益 

又は損失（△） 
176 △27 △159 139 408 538 △119 419

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、貨物輸送、石油類の販売及びスポーツ施
設・書店の営業等を含んでおります。 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：百万円） 

利益 金額 

報告セグメント計 538 

「その他」の区分の損失（△） △119 

セグメント間取引消去 72 

その他の調整額 △0 

四半期連結損益計算書の営業利益 491 
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